
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年７月１４日               NO,６１４ 

 

     浮島如意輪観音 

 浮島観音堂は、吹割の滝の上流にある 

千畳敷とよばれる川幅が約１００㍍にも 

およぶなかの島にあります。 

 由緒書きには、この浮島観音堂は平安 

初期の延暦１４年（７９５）に観音不動 

毘沙門大師が創設しその後、文明８年（ 

１４６９）に小海住真海師が本尊を再興 

とあり、さらに天文３年（１５３４）お堂が改築されました。 

老朽化が著しくなったことから昭和５９年（１９８４）に

ほぼ元のかたちで新築されました。 

お堂にある如意輪観音は、左甚五郎がここに泊まった時、

一夜にして彫り上げ「左甚五郎一夜の作」といわれています。 

           昌龍寺 

 大原の昌龍寺は新田義貞の家臣だった栗生顕友（くりゅう

あきとも）が、白沢で戦死した新田義宗を悼み一宇を建てた

のがはじまりといわれています。 

            昌龍寺は、永禄５年（１５６２）

には、七堂伽藍が建てられるなど寺

勢を誇りましたが、何度か火災にあ

い、安永６年（１７７７）に火災除

けのため秋葉三尺坊大権現を勧請

し、山門が建立されました。 
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 ６月定例市議会の初日に、白沢町振興公社と利根町振

興公社の経営状況の資料が配布されました。 

 白沢町振興公社は、「望郷の湯」、「農産物直売所」など

の「道の駅白沢」を市から業務委託されています。 

 昨年度の「望郷の湯」の入館者数は１８８，９３５人

で前年度より１１，４６４人減少し、「農産物直売所」の

売り上げも前年度より５３３万９千円減少しました。 

 利根町振興公社は、「しゃくなげの湯」と「南郷の曲屋」

を市から業務委託されています。 

 「しゃくなげの湯」の入館者数は１５７，７５４人で

前年度より２，４３３人減少しました。 

 利根郡内の町村から核兵器の廃絶を訴え、沼田公園ま

で歩く網の目平和行進が７日おこなわれ、のべ１００人      

が参加しました。 

   網の目平和行進は、片  

品村役場、みなかみ町み

なかみ支所、川場村役場

から出発し、町村長や議

長、教育長などから挨拶

をいただきました。 

 高崎駅前で５日、日本共産党書記局長を招き街頭演説会が開かれ、県内

から多くの人が参加しました。 

 小池書記局長は、「消費が低下し景気も悪くなってきているなかで消費税

を１０月から１０％に増税すれば、くらしも景気もますます悪くなる。『増

税分はすべてお返しする』というくらいなら、増税をやめればよい」と指

摘しました。 

 年金問題についても小池書記局長は、「このまま減りつづける年金制度を

つづけてよいのか。富裕層に応分の負担をしてもらい、２００兆円の年金

積立金を活用し、減らない年金に変えよう」と訴えました。 

 演説会では、角田義一元参議院副議長も挨拶し、「市民と野党の共闘勝利、

日本共産党の前進でアベ政治を終わらせよう」と訴え、参加者から大きな

拍手が送られました。 

 選挙前の議会で設置されていた議会改革などについて検討する、議会改

革特別委員会が今議会でも設置されました。 

６月４日最初の委員会で星野佐善太議員を委員長に選出し、今後検討す

る事項として、議員定数・議員報酬、政策立案能力の向上、議会報告会や

意見交換会など広報・広聴活動、議会の見える化などを今後検討すること

になりました。 

議会のインターネット中継については、９月定例市議会から試験的に実

施しすることが、２日に開かれた議会運営委員会で決まりました。 


